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１．工事の概要 

１．１ 大宮川河川改修工事の概要 

大宮川は、琵琶湖の南西部に位置し、比叡山を源流として市街地（坂本地区）を

流下し、琵琶湖に注ぐ一級河川である。 

下流部は、天井川で国道１６１号や JR 湖西線等重要な公共機関を横過しており、

氾濫時には甚大な被害が予想される。    
現川での河道拡幅等が困難なため、昭和 48 年から放水路事業が進められている。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

１．２ 橋梁工事の概要 

本橋は、放水路が現道（市道）を  
横断することから、新たに建設される   
ものであり、橋梁上部工は、橋長  
29.245m、床版幅員 11.215m～12.868m  
のＰＣ中空床版橋である。 

橋種は、上空に高圧電線があり、ま

た作業スペースが狭いことから、工場

製作桁をクレーン架設する工法の採用

はできず、現地で製作するＰＣ中空床

版橋を選定している。 

本橋で特筆すべき点は、斜角が 48°
35′53″と極めて小さいことである。 

 
 
 

仮設迂回路 

図 1-3 橋梁平面図  

大宮川  

図 1-1 大宮川位置図  

図 1-2 大宮川全体計画図  

事故現場  

全体計画区間 1,100m 

河川改修計画諸元 

・流域面積：7.70km2 

・計画規模：1/50（82mm/h） 

・計画高水流量：160m3/s 

 (足洗川合流点上流：140m3/s) 
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形 式   ポストテンション方式ＰＣ中空床版橋

活 荷 重 　Ｂ活荷重

橋 長 　29.245m(GCL上)　28.500(CL上)

桁 長 　29.145m

支 間 長 　27.845m

有 効 幅 員 　2.0＋0.5＋3.0*2＋0.5＋2.0 m

床 版 幅 員 　11.215m　～　12.868m

設 計 震 度 　0.2

斜 角 　48°35′53″（GCL線）

適 用 図 書 　道路橋示方書・同解説(平成14年3月)

設　計　条　件

表 1-2 橋梁の概要  

A１橋台 

A２橋台 

図 1-4 架橋箇所全景  

工 事 名 　大宮川総流防広域河川改修工事

工事場所 　滋賀県大津市坂本七丁目

工 期 　平成21年2月2日～平成22年1月29日

工事概要 　橋梁上部工（ＰＣ中空床版橋）　１式

表 1-1 工事概要  

・着工前測量

・施工計画書

・仮設備

・安全設備

支保工解体

完　　成

支 承 工

伸 縮 装 置 工

橋 面 防 水 工 舗 装 工 仕上げ・後片 付け

架 設 支 保 工

緊張橋 台 工

地 覆 工

円筒型枠設置

主 桁 製 作 工 底版・側枠組立
下床版鉄筋

スターラップ組立
シース組立

グラウト

縁 石 工

架 設 支 保 工

準 備 工

仮 設 工

落橋防止装置工

コンクリート打設 上床版鉄筋組立

図 1-5 施工フロー図  
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 図 1-6 橋梁一般図
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図 1-7 ケーブル形状図（その１） 
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図 1-8 ケーブル形状図（その２）


